
■死ぬまで生きよう！■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 305 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：記事掲載・日経クロステック 

 

2/26 ひょんなご縁で、日経クロステックのコラムに掲載されました。 

日経 BP の森山さんが、笑恵館を見に来てくれたので、いつもの調子で熱く語るうちに、建築家の山本理顕さん

を刺激して連携している話をしたところ、がぶっと食いつかれました。（森山さん、ごめんなさい） 

その上、理顕さんに断りもせず、好き勝手にしゃべったことを、記事になってから事後報告となりました。 

理顕さんからは「今日、掲載された記事を見てちょっと驚きましたが、”いづみ”にとっても”地域社会圏研究所”

にとっても良いことだと思います。」とメールをいただき、胸をなでおろしたところです。 

・ 

とはいえ、面白い記事に仕上がっていますので、ぜひご覧ください。 

「建物シェアによる住民自治の可能性」というタイトルは、僕に気づきを与えてくれました。 

社会全体のシステム化、画一化が進む中、「住民自治」が無ければ地域の独自性など消滅してしまうでしょう。 

登録しないと全文読めませんが、無料登録もできますので、よろしければ是非！ 

 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00138/022500739/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：死ぬまで生きよう！ 

 

OM さんは、昨年大阪府堺市から単身越してきた、笑恵館アパートの住人だ。 

東京で暮らす二人の息子夫婦たちから、笑恵館への入居を強く勧められ、「息子たちの誘いなら乗るしかない」

と、昨年越してきた。 

御年 83 歳は、おばあちゃん（祖母）を超えてひいおばあちゃん（曾祖母）の年頃だ。 



堺では、公園に隣接した一軒家にひとり住まいだったが、ご近所にはお友達が大勢いらして、突然の引っ越しに

大騒ぎになったという。 

だから、名残惜しい気持ちも強かったが、それ以上に息子たちからの誘いは嬉しかった。 

・ 

笑恵館に来られてからは、とてもアクティブな暮らしが始まった。 

月に 2 回の運営会議はもちろんのこと、様々なイベントにも積極的に参加して、友達もみるみる増えていった。 

居室はぼろだが南面 2 階なので堺の住まいよりもぽかぽか暖かく、息子たちも毎週遊びに来てくれる。 

「自分のまちで、最期まで暮らせる家」という笑恵館のコンセプトにも納得できるし、自分でも死に場所が見つ

かったような確かな満足感を感じ始めていた。 

息子たちからは「そろそろ堺の家は売却して、こちらで好きなことをすればいい」と言われ、次第にその気にな

ってきた。 

息子たちに誘いを受けて、本当に良かった・・・そう思いかけた時、ふと疑問がわいてきた。 

私はこんなに楽ちんで、のんびり暮らしてていいんだろうか。 

そもそもここは、本当に「自分のまち」なんだろうか？ 

・ 

笑恵館に来る方たちは、誰もが私をまちの仲間として受けれてくださるけど、どうして私は自分のまちで同じこ

とができなかったのだろう。 

確かに笑恵館にはアパートがあるので、その家賃収入でいろんなことができている。 

だが待てよ、私もここで暮らすために 7 万円以上の家賃を払っているけど、このお金で違うことができるじゃな

いか。 

確かに笑恵館は、見事に荷物を片付けて母屋の大部分を開放している。 

だが待てよ、私もここで暮らすため、荷物を整理して１Ｋの間取りに収めているではないか。 

笑恵館で暮らして分かったことは、私だってその気になれば、自分の家で笑恵館の真似ごとができるじゃないか

ということだ。 

だったら自分でやってみよう、私のまちの自分の家で仲間づくりをやってみたい。 

・ 

･･･と、思い立った OM さんは、早速息子たちにこのことを話し、先日の笑恵館運営会議でこの話を切り出した。 

もちろん一同ぶったまげたことは、言うまでもない。 

でも、参加者の皆さんからは「すごい！」、「うらやましい！」、そして「手伝いたい！」「見習いたい！」と続々

と賛辞が飛び出した。 

笑恵館で暮らしたことが、チャレンジする気持ちを育てるなんて、一同拍手喝采で盛り上がった。 

僕もたまらず「IMさんの堺の家を、笑恵館堺支店と認定します！」と叫んでしまった。 

そして何より驚いたのは、笑恵館オーナーの T さんが「私はそうじゃないかと思ってました」と言ったこと。 

「私だって、このまちが好きで笑恵館を作たんだから、OM さんだって自分のまちで最期まで生きるべき」とい

う言葉に、一同深く頷いた。 

・ 

という訳で、僕はこれから 83 歳のお母さんの起業をサポートする。 

早速引っ越ししたいのだが、これから 3 月は引っ越し業者の繁忙期だ。 

そこで、最近トラックを買ったと FBに投稿していた I さんに相談したら、「僕の地元は堺なので、帰省のついで

に引き受けますよ」と返事が返ってきた。 

こんな風に、ご縁が連鎖するのはいい兆し。 

だから、関西方面からのお誘いを待ってます。 



何が起きるか分からないところが、最高に面白い！ 

 

http://nanoni.co.jp/20210228/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）03/02 ■〇◎いづみ作業日 09-17 時 

09-10 時 〇いづみMTG（反町） 

（水）03/03 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（木）03/04 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（金）03/05 ■〇◎なのに作業日 10-21 時 

（土）03/06 ■〇◎笑恵館作業日 09-17 時 

10-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）03/07 ■〇◎休業日 

（月）03/08 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

 

■その後の予定 

03/09 09-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

03/11 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

03/11 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

03/11 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/12 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

03/13 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

03/13 10-12 時 ■複式簿記講座＠笑恵館（笑恵館） 

03/17 13-15 時 ▲紙敷発表会（東松戸） 

03/18 13-17 時 ★なるほどデイ（笑恵館）・ 

03/18 20-22 時 ■笑恵館オンライン同窓会（リモート） 

03/21 14-16 時 ■チャレンジアシストプログラム報告会（リモート） 

03/25 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/01 20-22 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 4 月例会（リモート） 

 



松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


